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2023年版
木ごよみカレンダーを発行

　全ての日に、「誕生日の木」

のイラストと「木ことば」が書

かれたカレンダーです。

価格　1,000円

申 申込書に記入の上、稲沢商工

会議所（ 81-5000）へ　※用

紙は商工観光課でも配布

シルバー人材センター
を利用してください

●受付業務

内 除草、清掃、家事援助、住ま

いの修繕、旗当番代行、障子・

ふすま・網戸の張替えなど

●会員募集中

　シルバー人材センターでは、

60歳以上の方が豊富な知識や

経験を生かして地域社会の活性

化に寄与しています。新規会員

を随時募集しています。

問 稲沢市シルバー人材センター

　センター本所　 21-9130

　祖父江支所　 97-8306

川と海のクリーン大作戦

1005615

　木曽川をきれいにし、美しい

水辺を取り戻す活動です。

時 10月９日㈰、午前８時（１時

間程度。雨天中止）

場 サリオパーク祖父江周辺（集

合場所…国営木曽三川公園ワ

イルドネイチャープラザ駐車

場）

持軍手、清掃用具など

申 10月５日㈬までに、任意の

用紙に代表者の住所・氏名・

電話番号・参加人数を記入の

上、FAX（34-1872） ま た は

電話（ 32-1389）で治水課へ

排水をきれいにしましょう

1001207

　川や海を汚す原因の半分以上

を占めているのは、家庭から流

される生活排水です。私たちの

ちょっとした工夫で、生活排水

をきれいにすることができま

す。

・ 流しの排水口には水切りネッ

トなどを使用して、調理くず

を流さないようにしましょう

・ 食用油はできるだけ使い切り

ましょう。残った場合は、市

役所などの回収ボックスや地

域ステーションでの回収を利

用してください。やむを得ず

捨てるときは、古新聞紙やぼ

ろ布などに吸わせたり、凝固

剤で固めたりして可燃ごみと

して出しましょう

・ 洗剤は使い過ぎないようにし

ましょう

問環境保全課　 36-3710

里親になりませんか

　さまざまな事情によって自分

の家庭で暮らせなくなった子ど

もたちを迎え入れて、温かい愛

情と理解を持って養育する里親

を募集しています。

問県一宮児童相談センター

　 0586-45-1558

犬の飼い主の方へ

1001263

　狂犬病予防注射は、毎年１回、

４月～６月に必ず受けなければ

なりませんが、今年度は新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のた

め、12月31日㈯まで期間を延

長しています。

　今年度、まだ狂犬病予防注射

を受けていない場合は、動物病

院で接種し、病院または環境保

全課で注射済票の交付を受けて

ください。

　なお、動物病院で注射済票が

交付されない場合は環境保全課

で交付を受けることができます

（狂犬病予防注射済証が必要）。

　生後91日以上の犬は、登録

が必要です。環境保全課または

動物病院で手続きしてください

（手数料１頭3,000円）。登録手

続きや注射済票の交付ができる

動物病院は、 1001263 で確

認できます。　

問 環境保全課　 36-3710

フードドライブにご協力を

1004615 

　家庭で余っている食品を必

要としている方へ届けること

で「食品ロス」を減らすチャリ

ティー活動です。

時 ① 10月24日㈪～ 28日㈮・10

月31日 ㈪ ～ 11月 ２ 日 ㈬、

午前８時30分～午後５時

　 ② 11月３日㈷、午前９時～

午後４時

場 ①資源対策課、ボランティア

センター（総合文化センター

内）②資源対策課

寄 付していただきたい食品　お

米、缶詰、インスタント食品、

レトルト食品、乾物、お菓子、

調味料、飲料など　※お米を

除き、賞味期限が2022年12

月３日以降で未開封の食品に

限る

引 き受けできない食品　生鮮食

品、冷凍・冷蔵品、アルコー

ル類など

問資源対策課　 36-0135

保存樹木等助成制度

1002319

　要件を満たす樹木や樹林地を

「保存樹木等」に指定し、保護

します。指定を受けると標識を

取り付け、維持管理費用の一部

として助成金を支給します。

●保存樹

対 象要件

　次のいずれかを満たすこと

・ 高さ1.2mの位置で幹回りが

1.5m以上

・ 高さが15m（株立ちした木は

３m）以上

・ 枝葉がはい登る木は、枝葉の

面積が30㎡以上

助成金　１本1,500円（年額）

●保存樹林

対 象要件　群生している土地の

面積が500㎡以上（神社や寺

院の敷地など）

助成金　１集団5,000円（年額）

問都市整備課　 32-1372

　「野焼き」とは、適法な焼却施設を使わずに廃棄物

を屋外で焼却することをいいます。ごみなどを積み上

げて燃やすだけでなく、穴を掘って燃やしたり、ドラ

ム缶やブロックで囲いを作って燃やすことも野焼きと

なります。

　野焼きは、廃棄物の不適切な処理の防止と環境に与

える影響から原則禁止されています。火災を防ぐため

にも、野焼きはやめましょう。

違反者には

５年以下の懲役 もしくは

1,000万円（法人の場合は３億円）以下の罰金

（またはこの併科）が科せられます

野焼きはやめましょう

　令和４年度秋のごみゼロ運動いなざわ

は10月16日㈰です。

　各戸で自宅の周りのごみを拾い、家庭

ごみとして可燃・不燃などに分別しそれ

ぞれの収集日に合わせ出してください。

　なお、乾電池、スプレー缶、ライター、

リチウムイオン電池は、ごみ収集車の火

災の原因となるため、直

接、環境センター、また

は支所・市民センターへ

出すようお願いします。

問環境保全課　 36-3710

秋のごみゼロ運動いなざわ

1001209 1005635

お知らせ

●令和４年７月分

路線名 利用人数
バス運行経費における

１人当たりの市負担額

稲沢中央線 アピタ稲沢店系統 9,478人 165円

祖父江・稲沢線 ふれあいの郷系統 1,153人 962円

祖父江・稲沢線 地泉院系統 1,385人 781円

下津・稲沢線 947人 1,136円

大里線 642人 1,735円

千代田・平和線 802人 1,431円

問地域協働課　 32-1146　 1001271

コミュニティバスを利用してください

　コミュニティバスの運行を継続していくため、運行経費にお

ける利用者１人当たりの市負担額（下表）の基準値を1,500円と

し、この基準値や利用状況を参考に運行路線の見直しを検討し

ていきます。

13 広報いなざわ　令和４年(2022年)10月号 12広報いなざわ　令和４年(2022年)10月号新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定を変更・中止する場合があります！




